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1517年10月31日 に,ヴ ィテ ンベル ク大学 の教授 であ ったマ ルテ ィン ・ル ターが 同地 の城

教 会の扉 にいわ ゆ る95ケ 条の抗議 文を掲げて,改 革 の降 をあげた時,音 楽が彼 の最 も苦 し

い時の 力つ よい慰 め 手であ った。EncomiumMusices(音 楽の賛 辞)の 中に ル ターは ミ音

楽は人 間の心の 感勤を奮起 さす もの であ る。地 上で,悲 しむ 者に 喜びを,失 望 した者に 勇

気を与 え,誇 る者 を謙 遜に し,そ ねみ と憎 しみ を少な くす る もの は音 楽 以外 には ないミ と

書いて いる。

彼は ル ー トとフルー トを奏 し又や わ らか いテ ナ ーの声を もって いた。 そ して,フ ランダ

ースや ドイ ツの偉 大な音 楽家の作 品を演奏す るのに十分 な能 力 と技 術を も っていた
。1521

年 に,彼 に とって運命 の旅であ る ヴ ォルム スへ行 った時 で もル ターは愛用 の ルー トを もっ

てい った。

ルターが受けた初期の感化

幸 いに もル ターの 考えが音楽 の発展 を決定 づ けた。 でなければ,あ の偉大 なバ ッハー 族

か ら起 った オル ガニス トや聖歌隊 指揮者等 は この世 に現われ て こなか った。 ドイ ツの新 教

教会 に よって養 育 され た音 楽が あれ 程繁栄 したのは全 くル ターに よるのであ る。 ル タ ーの

家族 が生活 した ドイ ツの チ ュー リソジアでは音 楽は入hの 間 で永 い伝統 を もって いた。 周

知 の ように ドイ ツ人 と ウエ ン ド人 との血 の混 和は優秀 な音楽 を作 るため に最上の故 郷 とな

った。ヘ ンデル もバ ッハ もこ こに誕 生 した。 ル ターの母 も村の歌 手で一族 の血の 中に 音楽

が受け つがれて いた事 は 確実 であ る。 マ ンス フ ェル トの工 夫達 は 歌に秀 でBergReihen

(山 の歌)は 採鉱 夫達 の 口か ら ロへ と歌 いつがれ彼 等は 歌手 と して広 く活動 した。1545発

行 のRhawの 歌 集な どは ル ターも度h聞 い た と思われ る。 この ことは彼 の戦 斗の歌の 中

に も現われ てい る。 これ らの 歌の中 に 陽 気 な メロデ ィのMartin'sLiederも あ りこれ は

彼 が愛唱 した輸唱 の一 つ であ った。

ル ターの両親 が彼 の 名をマル テ ィソとしたの も この輪唱歌 の 曲名 にゆか りを もったか も

知れ ない。 少年 ル ターはKurrendeSinger(ラ テ ソ語 のCurrer"走 る/))に 入 り結婚 式

や葬式 に小遣 いかせ ぎに歌 って いた。 ル ターが好 んで 努力 した こ とは主へ の賛 美を歌 うこ

とであ り,そ うす るこ とに よって 創造主へ の感謝 に若い彼 の心 がみ た され た。

1497年 と1505年 との間 にル ターはネ ーダ ーラ ン ドの巨匠達 オ ケ ゲムや イサ クや オ ブ レヒ

トの名作 や,又 ドイ ッの ハイ ソ リッヒ ・フ ィンクとア ダム ・デ ・フル ダの名作 に心打 たれ

た ことと思 う。 ク リス マスの聖歌 の 中で彼が 最 も愛唱 したのはJesunateinBethlehem

(ベ ツ レヘムに生れ た イエ ス)で あ った。
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ル タ ーは イ ース ターの聖歌 の 中の 「キ リス ト甦 りぬミ を こ よな く愛 し」凡て の賛 美歌 を

歌 いつかれ た後 も,こ の歌だ けは別だ ミ とい った。 ジ ョス カ ソ ・デ ・プ レの偉大 な ヨー ロ

ッパ音 楽に初 めて接 したの は ロマで あ った。後,ル ターは この巨匠 に接 し,ジ ョス カ ソは

常 にル ターの愛好す る作 曲家 で あった。

音楽愛好者ルター

ヴイ ッテ ソベル グの彼 の家庭音楽 会 の様子 は先 づ,食 卓 の まわ りに6人 か8人 の男声 が

着 席,寒 い夜に はス トーブの火が歌手 達 の顔 を照 し出 して いた。 だれ もが詩 の美 しさと メ

ロデ ィーのすぼ ら しさに顔 が輝いて いる。2人 で1冊 の本 を共 用 ,そ の頁に はホ ー レスか

バ ージル の頬 が ,楽 譜 と ともに きちん と書かれ てい る。 音楽 は対 位法的 でな く和 声的 であ

る。 音価 は 同 じであ る。 この仲間 とはル タ ーの息子た ち マル テ ィソとパ ウロ,数 人 の

学生達 とヴ ィテ ンベル グ大学 の ギ リシ ャ語教授 メ ラソヒ トンで,曲 は ジ 。ス カンの モテ ッ

トやザル ツブル グ大 聖堂 オ ーガニス トで あるホ フハ イマ ーの作 品で ある。 この家庭 音楽会

は いつ も学生 歌 で終わ り,ル ターは 彼のル ー トで伴奏す る。 その頃,戸 外では 夜警が10時

を知 らす 角笛 を吹いて いる。 メラ ンヒ トンと学生 達が帰宅 したあ と,ル ターは書 斎に 引 き

上 げ聖 オ ーガステ ィンを読 み眠 りにつ く。

ル ターは少年 時代高音 であ ったが テナ ーに変 った。彼 はバ スを歌 った とい うのは伝説 で

あ る。

マテア スの報告 に よる と ミ博 士(ル ター)が 疲れ きる程働 いた 時いつ もテ ーブルに よ り

かか り歌い始 め るのであ った.。

ル ターは グ レゴ リア ソ ・チ ャ ン ト,ミ サや モ テ ッ トに もパ ー トを歌 って いた。彼 は又鋭

い耳を もち,間 違 った演 奏 には我 まん出来 なか った。

ル ターは或 る時,フ ライベル グのオ ーガニス ト,ヴ ェラーに この よ うな手紙 を書いた。

ミ君 が悲 しい時
,さ あ!リ ー ガル(小 オル ガ ン)で 主イエ ス ・キ リス トに歌 を捧 げ給 へ。

神 は喜 び の歌 と琴 の音を喜 ばれ る と聖書 に書 いて ある。 だか ら,ダ ビデの よ うに,君 の中

の悲 しい思 いが追 い払 われ る まで演 奏 した まえミ。

ル ターは しば しば 卓談 の中に,音 楽 は神 が与 え られ た最 も美 しい,ま た,栄 光 を現わす

贈物 であ る。 これ は サ タ ンの敵 で ある。 音楽は 最 もす ぐれ た芸術 の一つ であ ると語 った。

音楽 は,ル ターに と って信 仰 の表現 神 の恵 みに よる贈 物 であ る。彼 は 音楽 を神 の恩

寵 とキ リス トの救 いに連結す る。 上手,下 手 ではな く,賛 美 す る ことは人 の義 務 である。

彼 の言を続け る と ミ法のあ る処 には喜 びな く,gratia(恩 寵)の あ る処 に 喜 びが あるミ。

ル ターは音 楽の本 質に深 い眼識 を持 ってい た。 これ は彼 の哲 学 と神 学か ら生れ た もので

ある。 彼は少 くとも300年 先 きの音楽 の発展 を予知 してい た。 即 ち,ハ イ ドソやモ ー ツア

ル トやベ ー トーヴ ェンに よ り実現 した,音 楽 に於け る完全 な創作的 自由で ある。

Ichsinge,wiederVogelsingt,derindenZweigenwohnet(森 の中に住 む鳥 の よ

うに余 は歌 う)の ゲーテの信 条は又ル ターが 音楽 にかけた信条 で もあ る。 ル ターは ゴテ ィ

クに深 い根 をおろ した ドイ ッ音 楽 とジ 。スカ ソに よって代 表 され る よ うな ルネサ ソスの精

神 で ある ヨー ロ ッパ音楽 との 間にか な りの ギ ャ ップを感 じて いた。

ル ターは ジ ・スカ ンを愛す る と ともに ドイ ッの作 曲者 達 を も愛 した。 ジ 。ス カ ンはルネ

サ ソスの精神 であ る 自由への愛 と生 きる喜び を現 わ し,ブ イ ソ クや ヴ ァル ターな どの ドイ

ツの作 曲者 は ゴテ ィクの哲学 に ル ターを結 びつけ た。
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疑い もな く,音 楽 に よ り心動か され る者の 中に尊 い徳 があ る。悪 魔 は音楽 を恐れ憎 む。

音楽 と神 学 が悩む心 に平 和 と喜 びを与 える ものであ る とル ターは 断言 してい る。故 に,昔

か ら予言者達 は他 の芸術 は さてお き音楽 を修 得 しなけれ ばな らなか った。 詩篇 の歌 を通 し

て彼 らは真理 を語 った。

晩年,ル ターが 死 を覚悟 した折,セ ンフルに 使 いを送 りInpaceinidipsumの4声

作 品を求め た。 セ ンフルは これ の作 曲に時 を要 した ので,詩 篇 第118篇 を4声 に作 りル タ

ーに送 った
。 この音楽 はル ターに健康 を と りも どさせ,勝 利 を与 え,人 類 を真理 に導 いた。

詩 篇第118篇(聖 書協会訳)

主に感謝 せ よ,主 は恵み ふか く,そ の いつ くしみ は とこ しえに絶 える ことが ない。

イ ス ラエルは 言え 「そ のいつ くしみは,と こ しえに絶 える ことが ない」 と。

ア ロンの家は 言え 「そのいつ くしみは,と こ しえに絶 える ことが ない」 と。

主を おそ るる者は言 え 「その いつ くしみ は,と こしえに絶 え るこ とがない」 と。

わた しが悩み のなかか ら主 を呼ぶ と,

主は答 えて,わ た しを広 い所 に置か れた。

主がわ た しに味方 され るので,恐 れ るこ とは ない。人 はわ た しに何 をな し得 よ うか。

主はわ た しに味方 し,わ た しを助 け られ るので,わ た しを憎 む者に ついての願 いを見 る

であろ う。

主 に寄 り頼む は人に た よる よ りも良い。

主 に寄 り頼む は もろ もろの君 にた よる よ りも良い。

もろ もろの国 国はわ た しを囲 んだ。

わた しは主 のみ名 に よって彼 らを滅ぼす。

彼 らは蜂 の よ うにわ た しを 囲み,い ぼ らの火 の よ うに燃 えた った。 わた しは主のみ 名に

ょって彼 らを 滅ぼす。

わた しは ひ ど く押 されて倒れ よ うとしたが,主 はわた しを助け られ た。

主 はわが 力,わ が歌 であ って,わ が救 とな られ た。

聞 け,勝 利 の喜ば しい歌が 正 しい者 の天幕 にあ る。「主 の右 の手は 勇 ま しいはた らきを

な し,

主の右の手 は高 くあが り,主 の右 の手は勇 ま しい はた らきを なす 」。

わた しは死 ぬ こ とな く,生 きなが らえて主の みわ ざを物 語 るであろ う。

(以 下省略)

ル タ ー の 著 作

17世 紀に は100以 上 の聖歌 がル タ ーの作 とされ ていた。1813年 にハ ソブル グで発行 され

たA.J.ラ ムバ ッハのAboutLuther'sServicestoChurchMusicに よる と,ル ター

以前か らあ った 曲以外 の す べて の曲は,ル ターの作 と してい る。1847年 発行 のKochの

HistoryoftheChoraleで は ル ターの 作曲は8と し,有 名 な音楽学 者 カール ・フ ォン ・

ヴ ィンターフ ェルhは ル ター作は3曲 であ る と書 いてい る。

メ ロデ ィーが オ リジナルで あるか ど うか よ りも曲が歌詞 に適合 してい るか ど うか が問題

であ る。ル ターの時代 には俗 曲を宗教歌 につけ る習慣 があ った。この よ うな改作 をcontra・

factaと よばれた。

1574年 に ボヘ ミア ン ・ブ レズ レンの長老達 がサ クソニの選挙候 フ レ ッ ドリック3世 に さ

一50一



衆賛歌の解放者

さげた手紙の中に ミ我hの 曲は俗曲か ら改作された もので外国人達が時としてこれに反対

する者 もあ ります。 しか し,我hは,一 般によく知 られているメロデ ィーを使 う方が,彼

らに真理を伝えるのに大いに役立つと考えていますミ と書かれている。

Ein`festeBurgistunserGott

詩人 ハ イネがr宗 教 改革の ラ ・マルセイ エ ーズ』 と名づけ た,ル ターの この代 表作 は,

1529年,シ ュパ イヤ ー会議 のた めに作 られ た と考え られ る。 最 初,1529年 ヴ ィテ ソベ ル グ

のGesange-Buchに 「我 らの 避け所 また 力な る神」 との 名で 掲 載 された。 詩篇 第46篇 と

い うのは題 目だ け で,内 容 は全 くル ターの創作 であ る。聖 歌学者 ラ ウクス マ ンは 「ル ター

は この歌 を も って,全 ドイ ツ国民の 前で,福 音 を妨 害す るあ らゆ る努 力へ の反抗 に突入 し

た のであ る」 と云 った。 この歌 は急 速 に全 ドイ ツをは じめ,ヨ ー β ッパ各地 に普及 し,プ

ロテス タ ソ トの信仰を広 め るのにあずか って力が あ った。

原 曲は小節 区切線 のない 自由 リズムで作 られ ていた。後 に,4拍 の 韻律的 とな りマ ーチ

とな った。最初 は プ レー ン ・ソ ングの よ うに無伴 奏 のユ ニ ゾンで歌 われ ていた。16世 紀 の

末 にな って,讃 美歌型 とな り,ど こでで も,`の 人 人 がた やす く覚え,彼 らの国語 で神 へ

の賛 美 に声 をあげた。

原 曲の最初 は4分 休 符で始 ま りEin'は4分 音符 でfesとteは,と もに2分 音 符 とな

って いるがJ・S・ バ ッ・・に よって4分 の4の 弱起 の曲 とな った。

プ ロテス タ ソ ト ・コラールの初期 の 出版 に使 い られ た曲は次 の4つ の源泉 か らであ る。

(1)ド イ ッ語 に訳 された公 式 ラテ ソ聖歌

例:Venisanctespiritusカ ミKomm,heiligerGeist

(讃 美歌182番)

(2)宗 教 改革 前 の民衆の讃美歌

例:キ リス ト降誕

Indulcijubilo

(3)俗 曲に新 しい 言葉をつげ る

Meing'mutistmirverwirret,dasmachteinJungfrauzartカ ミ

Herzlichthutmichverlangen

さらに

OHauptvollBlutandWunden

(讃 美136番)

(4)原 作曲

Ein'festeBurg

(讃美 歌267番)

讃 美歌182番

来 ませみた まよ,み 座 よ りくだ り,

ひか りをて らし,た ま もの さずけ,

まず しきものを 富 ま しめた ま}。

な ぐさめぬ しよ,こ よな き友 よ,
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わ がた ま しいを さわやか に して,

あだ よ りま も り,い こい をた まえ。

奇 しきひか りよ,て りい でた まえ,

きみ来 まさず ば 生 くるは むな し,

よ きものみ なは きみ よ りきた る。

讃美 歌136番

iflLしお したた る 主 のみか しら,

とげに さされ し 主のみか しら,

なやみ とは じに や つれ し主 を,

われ はか しこみ きみ とあお ぐ。

主 の くる しみ は わ がた めな り,

われ は死 ぬべ き つみ び とな り,

かか るわ が身に かわ りまし し,

主のみ こころは い とか しこ し。

なつか しき主 よ,は か り知れ ぬ

十字架 の愛 に いかに応 えん,

この身 とた まを とこ しえ まで

わが主 の もの と な させた まえ。

讃美歌267番

神はわがや ぐら,わ がつ よき盾,

苦 しめるときの 近 きたすけぞ。

おのが力 おのが知恵を たのみ とせる

陰府の長 も な どおそるべ ぎ。

いか に強 くと も いか でか頼 まん,

やが ては朽つべ き 人 のちか らを。

われ と共に 戦いた も うイエ ス君 こそ

万軍 の主な る あ まつ大 神

あ くま世 にみ ちて よしお どす とも,

かみ の真理 こそ わ が うちに あれ。

陰府 の長 よ ほえ猛 りて 迫 り来 とも,

主 のさぽ きは 汝が う}に あ り。

衆 賛 歌

ル ターは深 い信仰を もっていた が,同 時 に,彼 は人生に両 足を立た せた現実 主義 者で も
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あ った。 彼 は ゴテ イ クの 中世紀に強 く錯 をおろ したが,ル ネサ ンスの思 想を も吸収 した。

ル ターは 中世の感覚で音楽 の倫理 的,清 浄的 機能を十分知 って いた。 それ 故,彼 は会 衆

に 自国語 の讃美歌 を紹介 した。 ル ターは民 謡の中か ら最 も美 しい メ ロデ ィーを採 り,人 人

の心 を失敗 な く動かす新 しい讃美歌 を創作 した。

衆讃歌 を歌 う人人 は礼拝 の中で各 自が能動 的にそれ に参 加す る喜 びを感得 した。人人 は

歌 を通 して神 に近 づ き,信 仰 が個 人的 とな った。又,こ の衆 讃歌が教 会の諸式の 中で欠 く

ことの 出来 ない もの とな った。 ル ターは歌 うことの中に最大の教育学 的重要1生を見 出 し,

少年 達 は音 楽,特 に,歌 うことを教育 され なければ な らない と布告 した。

学校 の先生 は歌 うことが 出来 なけれ ば な らない。 学校に おいて音 楽を学 び,そ して これ

を練習 しなか った者 は教 員 とは認め られ ない。

ル ターは音楽 が人を温和 な,洗 練 された,良 心 的 な,思 慮 あ る者にす る と考えた。貧 し

いヴ ァイ オ リンひ きで も音楽 が如何 に優美 な芸術 であるか を示 す こ とが出来 る。

ル ターの意見 に よる と,賛 美歌 が 自国語 で歌われ る時 に こそ教育的価値 があ ると した。

彼以前 の ドイ ツ賛美歌 は,大 部分 ラテ ン語であ った。 中世 紀に ドイ ツで初めて歌われた,

Kyrieeleison(主 よ,あ われみ た まえ)も ドイ ツ語 で歌 われ るよ うに な った。

ル タ・一は ドイ ツ語の歌 曲を復 興 し蘇生 させた。 もし,彼 の この業が なけれ ば シ ューベル

トもブラームス もシ ューマ ンも不世 出の ままに なった ことだろ う。 ニュール ンベル グのマ

イス ター ジンガーで有 名なハ ソス ・ザ クス もル ターの この功績を最大限 度にたた えた。

旋 法 に つ い て

中世紀 の音楽 はpolyphonic-melodicで あ って今 日我hが 考え る和声や コー ドで考 える

の とには相違 があ った。 中世 紀の音楽家 は二 声或は それ 以上の声部 を個別 に聞 き,上 下 の

和声の相互関 係に関 してはば くぜん と した 考え しか持 っていなか った ようであ る。

ル ターの賛 美歌 も中世 紀の音楽 と同 じよ うに教会旋法 に よって いた。 これ は古い ギ リシ

ャ旋法か ら来 た ものであ る。昔 の ドリア旋法 はギ リシ ャでefgahcdeで あ ったのを,中 世

紀音楽学者 の誤 訳で,今 日ではdefgahcdと な った。 中世紀の旋律 は普通は最後 の音 符に

よって見わけ られ た。 ピア ノの白鍵だけ の所 謂,Cシ ステ ムを とる とル ターの時代 の旋 法

は次の よ うにな る。

Cを 終 止音 とした もの一 イオ ニア旋 法

Dを 終止音 とした もの一 ドリア旋法

Eを 終止音 とした もの一 ブ リギ ア旋法

Fを 終止音 とした もの一 リデイ ア旋法

Gを 終 止音 とした もの一 ミクソリデイ ア旋法

Aを 終止音 とした もの一 エナ リア旋法

旋 律が終 止音 のオ クターブ以内で進行す る時 これ を正格 旋法 と し,旋 律 が この終 止音を

はさんで上下 に進行す る時は変格 旋法 となる。 ル ターは この古 い旋法 の性格を よ く理解 し

て いた。

ル ター名作b`Ein'FesteBurg"に つ いての旋律が 盗作 であ る とす る説 もあ る。 ハイ ド

ソのオ ース トリア国歌 もセル ビアの民 謡であ るとユー ゴス ラ ビアの 言語学者Kuhacが 記

述 し,マ ル セイ ーズの メ ロデ ィーも 盗 作であ り,英 国の 国歌"GodSavetheKing"も

フラ ンス よ りの盗 作 である と説 く学者 もある。
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ル ターの この名曲に類 似す る旋律 は事実,当 時 ドイ ツに もフ ランスに もあ った。 しか し

主音 のCが イオ ニア旋法 で三 回最 初に く り返 し奏 され ると ころは,丁 度,塔 の上 か ら吹奏

され る フ ァンフ ァー レが 最後 の審判 の告 知 をす る よ うで もあ り,ま た,勝 利 の凱旋 の マ ー

チの よ うで もある。 詩は ル ター 自作 の詩篇46篇 の パ ラフ レーズであ るが,旋 律線 が詩 に よ

く適合 してい る。 通常,唱 歌形 式 の場 合,歌 詞の第一節 には適合 して も他 の節に は適合 し

な い ものが多 い。 しか し,こ の旋律 は 最 初のEin'festeBurgistunserGottか ら最後

のDasReichmussunsdochbleibenま で 非常 に よ く適合 して い る○ ル ターが,Bau-

mkerに よる と,Missadeangelisか らの借 用 した と書 いてい るが,こ の ミサ曲は歴 史上

ル ター よ り後 の もの である。 ヨハ ン ・セ バス テ ィア ン ・バ ッハが こ宗 教改革 カ ソター タミ

Ein'festeBurgを 書 いた のは1730年 でAugsburgConfessionの200年 記念 であ る。バ

ッ・・の作 ほ どにllヒに知 られ てはい ないが,ベ ー トーヴ ェンもEin'festeBurgキ ャノソを

書 き,ま た,マ イヤ ーベア ーの オペ ラに もル ターの コラールが取 り入れ られて い る。

ロバ ー ト・シ ューマ ソの逸 話の 中に,彼 もル ター ・オ ラ トリオを書 く計 画を した。 この

オ ラ トリオは市 民 と同 じよ うに農夫 達 に よって もた易 く理解 され る ものでなけれ ばな らな

い。音楽 は全 く簡 単で あって,不 自然 で な く,複 雑 で対 位法的 でな く,し か し,印 象的 で

この メRデ ィー と リズムを最 も効果 的に 曲中に と り入れ た ものでなけれ ばな らない。 教会

に も一般演 奏会 に も適 当な もの で,ル ターの強 力 な言葉を忠実 に表わす もの で,Ein'feste

Burgは 最後 ではな くて,こ の オ ラ トリオの クライマ ックスに 用 いなけれぽ な らない と考

えていた○

ル ターに関す る数 多 くのオ ラ トリオの中でLudwigMeinardus(1827-96)作 の とヴオ

ル ムスにおけ るル ターミ ではEin'festeBurgが 最後に な って いる。1883年 にHeinrich

Z611nesの ル ター ・オ ラ トリオが セ ン ト・ペ テ ロスブル グでル タ ーの誕生400年 を記念 し

て演 奏 され た。

メ ンデルス ゾー ソのReformationSymphonyも ル ターの コラールが 中心 で ある ことは

周知 の ことであ る。
"L
utherAmen"(ド レスデ ン ・ア ーメ ンと呼 ばれ る もの)をWagnerは 彼 のパ ー ジフ

ァル に と り入れ,こ の シンフ ォニーの シソボル とした。

1843年 にOttoNicolaiはChurchFestivalの 序 曲をEin'festeBurgを 使 って作 曲

し,フ ラ ンツ ・リス トは1852年 に これ を オル ガ ン曲に応用 した。

ル タ ーの テ ーマ を 土 台 に した オ ー ガ ソ作 品 は 非 常 に 多 くあ り,そ の 中 の い くつ か を 下 記

に 連 ね る と

HeinrichK.Breitensteinの オ ル ガ ン変 奏 曲

FrederikLutzのConcertFantasy

H.SchellenbergのOrganFantasy

KarlSteinのPreludeandFugue

KarlA,Fischerの オ ル ガ ソ と吹 奏 楽 器 曲

Muller-HartungがEin'festeBurgの ソナ タ をLudwigRiedelは 祝 典 序 曲 に

RichardWagnerは1871年 セこル タ ー の コ ラ ール をKaisermarschに 使 い。

JoachimRaffも30年 戦 争 の ドラマ の 序 曲 に こ の テ ー マ を使 い た 。
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ル タ ー の 音 楽 性

ル タ ーが プロの音楽 家か アマであるか について音楽学者HermannKretzschmarは ノレ

タ ーを評 して,聖 ア ンブローズやFr,テ ィボ ーと同格の非凡の才能 を与 え られた アマであ

る とい っている。専 門家で な くともテ ィボー著のVonderReinheitderTonkunstは

19世 紀 の音楽に偉大 な感化 を与 えた。 また,ル ターと同時代の レイマ ソであるハ ンス ・ザ

ックスの偉業 も忘れて はな らない。 プロとアマの決定的 な区別 は不可能 で,事 実,19世 紀

の最 も重要 な 音楽学者 は 法律 学者の 中か ら出てい る。JohannKuhnauか らHande1や

Schumannの 時代 まで大学 の ガウ ンが指揮棒に変 った幾多 の例 がある。

過 去にお いて最 も民衆 に愛好 された 曲は プ ロの音楽家の手に なった もの よ りアマの手 に

よって作曲 された ものが はるか に多 い。

ル ターの音楽才能 と能 力 とに否定 的な意 見を もつ者 もあるが,ニ ュール ンベル グの靴作

りハ ンス ・ザ ックス作 詞,作 曲の業績 を史実 として認め る時,ル ターに彼以上の ことが 出

来 なか った はずは ない。

ル ターの マイスター ジンガーぶ りを1542年 か ら1546年 までル ターの家 の友人 であ った神

学者 であ り音楽家 であ るCyriacusSpangenbergカ ミ証 しの中に 次の よ うにを発表 した。

/レタ ーは全 マイス タージ ンガーの 中の最上 の芸術家 であ る。ル ターか ら流れ 出る もの

は魅 力に満 ち,喜 びにあふれ てい る。 それに精神が あ り意味 がある。 つ ぎは ぎはな く,損

われた ものは無 い。彼 の意味 は明確 で,知 性ゆたかで,曲 も詞 も人の心にふれ る。 それ に

は力があ り,心 を慰め る。彼の右 に出る者 はない。ミ

ル ターの主治医Ratzenbergerの 言に ≒1550年,ル ターは彼の書斉の壁に詩 篇118篇17節

よ りテキス トを作詩 し,彼 の 作曲 とともに書 きつけたミ と語 った。

16世 紀の詩人JoachimGraffは 彼の学校 ドラマ とラザRの 中に ルタ ー作のモ テ ヅ ト

を使用 した。

また,詩 篇64篇 が ソプラノ,ア ル ト,テ ナー,バ スの4声 で作 曲 され ているル ターの作

品が発 見 された。

医 師 ラツ ェソバ ーガ ーは,さ らに,ル ターは対位法に も精通 し,友 人達 との合唱の折,

少 しの誤 もす ぐ発見 し,訂 正 させた といった。 この よ うに,も し,ル タ ーが新 時代の予言

者 としての道 を歩 まなか ったな らば彼は立派 な音楽天才 と成 った ことだろ う。

伝説 に よる と,ヘ ンデル もル ターの原稿 を もっていた とい う。

ルタ ーは音楽 は霊 魂 と肉体の誘惑に勝つ のに最上 に役 立つ と信 じていた。

プロテスタ ソ ト・コラール ・メ ロデ ィーの特徴

(1)確 実に韻律 的

② リズムが重い足 ど りで歩 くよ うな緩慢 さ

(3)旋 律 の句切法が プ レー ン ・ソングよ り規 則的であ る。

(4)旋 律 は旋法的 よ りも長調,短 調である。

⑤ 声域 の限定,リ ズムの一様 性,旋 律 の進行が容易 で歌 いやす い。

(6)旋 律が プ レー ン ・ソングよ りも和声づけ られてい る。

⑦ 自国語 で歌われ る。

この コラールは会衆 は ニユ ゾンで,聖 歌 隊は合唱 で交唱 に歌 はれ,後 にな ってオル ガ ン

が声の一部に代 え られ る ことにな った。
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この コラール音 楽は後 のルネサ ンスや バ ロ ヅク時代の 音楽に重大影響を 宇えた。

フランスではHuguenotの 運動 が 宗教音楽の比較的穏 当な 団体に生気を与 えて いた
。

ClementMarotやTheodoredcBさzeが 詩 篇を韻文化 していた。 これ らの詩 がClaude

GoudimelやClaudeLejeuneやJacquesMauduitら に よって旋律づ け られた。

Huguenotの フランス詩篇歌 は1561年 に完成を見た。 これ らの詩篇歌 は会衆で歌 われ る

よ り家庭 で多 く歌われた。 曲は ドイ ッの コラールに類似 し,簡 単なス タイルで ,自 由な対

位法的 な もの もあるが,普 通,主 旋 律は4声 部最上の ソプラノに置 き,時 には ドイ ツの コ

ラール よ り元気 よ く,リ ズム とミータ ーは テキ ス トの ア クセ ソ トを重 じて作 曲され た。

英国宗教改革の最 も重大 な役割 を演 じた英国国教会音楽 には その特徴の一つ にア ング リ

カ ソ ・チ ャソ トがあ る。 これは英語 で歌 われ,簡 単な4声 で和声づけ られ,厳 格に韻律化

され てい る。 これ らのチ ャソ トの曲づけを した人達はTallis.Byrd,MorleyやGibbons

であ った。

1524年 の1月 の初めに ニユール ンベル グの印刷屋JobstGutknechtは 賛美歌の篇 さん

を始 めた。 当時,ま だ著作権 がなか ったので彼は誰の作で も 自由に使用 できた。誤植や ミ

ス プ リソ トが当然 さけ られ なか った。先づ,ル ター賛美歌 と して出版 され た ものの中,3

つ はPaulSperatus作,1つ は無 名,4つ は ル ターの作であ った。 実際の タイ トル頁に

は長hし い文書 で次 の よ うに書かれ てい る。
1聖 書か ら神の純正 の言に した が

って,学 識 ある人hに よ り,ヴ イ ッテ ソベル グです で

に歌 われ てい る ように教会 の中で歌われ るための信徒 の賛美歌,頒 歌,詩 篇歌 であるミ。

同年 に"Enchiridia"と 呼ばれ る二つ の賛 美歌 集がエル フル トの2つ の異 った 印刷所か ら

出版 され た。 どち らもルターの作 品18を 含 んでいる。 編 さん者 不明。

ル ター自身の名で現われた最初の賛美集 は,ル ター音楽助言者JohanWalterに よって

編 さんされ ヴイテ ンベル グで1524年 の夏の末に発行 されたGeistlicheGesangbiichlein

である。 これ は今 日の賛 美歌 集 とは異 な り実際上 ルターの コラールに基礎をおいた対位 法

モ テ ット集 である。一般会衆 のためではな くて聖歌隊用 であ る。 しか し,真 の意図は,先

づ聖歌隊 に よって歌 われ 一般会衆が これに親 しむため である。普通 には旋 律をテナ ーに置

く。 ヴ ァルタ ーの38ド イ ツ ・コラール集の 中に ルタ ー作が24ふ くまれ ている。 換言す ると

ルター作 品の3分 の2は1523年 の晩 秋か ら1524年 の夏の間に書 かれ たのであ る。 この年 以

来毎年 さ らに大 きな賛美歌 集が発行 され た。

その後,続 々マ グデブル グ,ツ ヴイ カウ,ラ イプチ ッヒ,エ ノレフノレト,二x一 ル ソベル

グ,ア ウグスブル グ,ケ ーニ ヒスブル グ等,多 くの市 で賛美 歌が出版 された。その 中で特

に重要 なのは1525年 にス トラスブル グでWolfgangKopfelの 賛美歌 集が テキス トと曲つ

きで西 南 ドイ ツの伝 説を と り入れた こ とである。宗教改革 は1546年 の ルターの 死 まで100

に近 い賛美歌 を作 り上 げた。

1539年 に ライ プッ ィヒで 発行 されたValentinSchumannの 賛美歌 は ル ター晩年の作

の源 でもあった。

ValentinBabstの 賛美歌 はル ターが 主催 した,宗 教 改革 時代 に 世に出た 最上 の もので

あ った。
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形 式

ル タ ー作讃美歌 の成功 は彼の才能 に よるだけ ではな く,彼 の蒔 いた 種が肥 沃な地に落 ち

た こ とであ る。 ル ターは革新 したの では な く,そ れ までに長 く存 在 していた ドイ ツ賛美歌

がその 運命を果た す ように道 を 開いたの である。 この意 味 で,16世 紀 は成就 の世 紀 であ っ

た。

中世 紀の初あか ら賛美歌 の 自国語化 は教会 の中 で黙認 され ていた。 自国語 の賛 美歌 は順

礼達や教 会の年 中行事 の祝 典や ミサの時に も歌 われ た こともあ った。 これ らの民 謡的賛 美

歌 は とキ リエ ・イ レー ゾンこの 交唱か ら発展 した もの で,式 中の牧 師や聖歌隊 が他 のす べ

ての分 を歌 った時 で も11主 よ,あ われ み給 えミ は 自国語 で歌 った。 ル タ ーは この繰 返 しを

さ らに発 展 させ,自 国語化 に力 をつ くした。 ル タ ーは中世紀 の カ ロルを変 えないで彼 の賛

美歌 の 中に取 り入れ た もの もあ る。

ル ター作 の最初の賛 美歌 は,民 謡 のバ ラー ドを モデル と して作 られ た。Meistersangと

Hofweiseは モデルの代 表的 な もの である。14世 紀以来,ド イ ツの町 のギル ドは トロバ ド

ールや ミネ ジ ソガーの遺産 を もっていた
。 これ らの唱歌学校 はた る作 りや靴 直 しや ろ うそ

く作 りな どに よって経営 され,こ こか ら数多 く歌が 作 られた。 マ イス ターゼ ンガ達 の聖書

物 語 を歌 で伝 える勇敢 な試 みは ル ターの コラールに も影響 を与 えた。

ル タ ーの賛美歌 作 りに力を借 した も一つ の ドイ ッ ・リー トの形 式 は宮 廷調 であ った。

Hofweiseは 簡単 な構 造で 作者 不 明の民謡 とは異 な り,詩 人 の作 詞 作曲で,徳 忍 耐,

美 な どをた たえ る韻律 的形 式を もっていた。

ある評論家はルターの作品を評 して,ル ターの詩は豊かな情緒的倍音 と言葉の芳醇な流

れ と韻律の規則制を欠いていた。そ して詩 より散文に近 いものもあったといった。

近代の賛美歌集編さんの標準か らすると,ル ターは賛美歌作者 とは考え られないであろ

う。19世 紀にかかれた賛美歌の多 くは ロマソ主義 の芸術的規範に したがった作である。彼

らは個人的な宗教 フィー リングを,装 飾的に表現するための磨き上げられた句を用ってい

る。ルターの賛美歌はムー ドを作るためではな くメ ッセーヂを伝えるためであった。それ

らは読 まれるための ものでなく,全 会衆によって歌われ るための ものであった。故に,用

語は簡単で直接的である。言葉の大部分は単 シラブルで思想は凝縮 され集中的である。各

行が各文章を作 り,二 行にわた り一文を構成す るのは稀であった。 これは又,衆 賛歌には

応わ しく,各 節は一つの単位 として意味をなす ものである。

近代の賛美歌は短長格,長 短格,長 短短格である。歌詞が幾節あっても同一型のア クセ

ソ トの繰か}し にす ぎない。

しか し,こ のよ うな韻律の規則はルター時代には行われず,ル ターはシラブルの数はか

ぞえたが,行 に よってアクセ ントは異なっていた。彼の リズム的 自由は決 してその価値を

低下 さすものではない。勿論,こ の ことは近代賛美歌に見出され る2拍 子,3拍 子,4拍

子に合わすことは厳格な意味では困難 である。 しか し,ル ターが彼の詩につけた旋法的メ

ロデ ィーは柔軟でス ピーチの リズムが要求す るように異 った音符にアクセ ソトを置 くこと

が出来た。 また,母 音だけの押韻 もしば しばあった。

ルターは詩の構造について一定 の計画をもち異 った節は整然 と全体をなしている。残念
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な こ とに19世 紀に入 り,多 くの外 国語 に訳 され たが,い ずれ も余 りに も 自由訳が多 くル タ

ーの真価 を表わ して いない
。特 に,近 代英語 は16世 紀の ドイ ツ賛 美歌の原型 を破壊 せずに

十分 な訳 をつ け る事 は不可能 に近い。

ル ターの賛美歌 の詞を原意を損わず に,ま た,そ の無骨 を表わす こ とに成功 したのは ス

コ ットラソ ドの神学者 であ り著 作家 である シs一 ジ ・マ ク ドナル ド(1824-1905)で あ る。

彼 はルタ ーの賛美歌 の発 刺 とした隠喩 を,韻 律 的不規則 性を,そ して 民謡の性質を保つ よ

う努めた。彼 はル ターが好 んで使 用 した単 シラブル を,ア ングロ ・サ ク ソソ語 で模 ほ うし

た。 マ ク ドナル ドは第 一にル ターの精神 を次 にその意味 を保存 す る ことに全 力をつ くして

訳 した のであ った。

16世 紀 は又賛美歌 のた め多 くの曲が与 え られ た世 紀 であ った。 これ らの賛美歌 が巨大 な

量に なって来 たので 印刷屋 は楽 譜のない賛美歌 集を,経 費節 減のため発行 した。 しか し,

ル ターの ものは,そ の殆 ん どに旋律 が印刷 されて いた。 主 として,男 声 の声域 の単音の楽

譜 であ った。作 曲者 の名は,そ の どれに も現 われ てい ない。 当時一 般大衆 に よ く知 られて

いた俗 曲 も一 部手を入れ てル ターの賛美歌 に と り入れ られ た もの もある。

Ein'festeBurgに つ いて,同 時代 の学 者は詞,曲 ともに ルタ ーの 自作 としてい る者 が

多 い。 これ を否定 しようとした試 み が学者 間にな された こともあ ったが,今 日の音 楽学者

は ヴイ テ ンベ ル グ賛美歌 集はル タ ー自身の作 曲に よる と認め てい る。16世 紀 においては作

詞 と作 曲は 同時 に一人の人 に よ って作 られ るの が常 であ った。特 に,ル ターの音楽的才 能

は彼 を作詞者 とし,又,作 曲者 とす るに十分 であ った。

ボヘ ミアのMiinzerの 形式 とル ターの 音節様 式の異な る点は メ リスマ様 式が ドイ ツ語

の詞 に不 適当 である とル ターが 考えたか らである。

16世 紀は ドリア,ブ リギア,リ デ ィア,ミ クソ リデ ィア等 の教会旋法 が近代 の長調 と短

調へ移 り変 った世 紀 であった。 ル ターは教 会旋法 も数多 く使 用 したが,近 代的 長調 も使 っ

た。 また,シ ソコペ ー シ ・ンも使用 した。 この時 まで教会 で賛 美のため 口を開いた ことの

ない大 衆が,こ の複雑 な リズムに果 して拍子 を合 わす ことが 出来た かは明確 でない。

ル タ ー作 品の不 規則 な リズムは16世 紀 の対位 法様式 に よる ところがあるが,近 代の賛美

歌 は ソプラノに メ ロデ ィが置かれた和声的 背景が ある。 今 日の よ うに4声 が全 く同時的 に

打節 され てい るよ うなこ とは16世 紀の作 曲家が努めて避 けた ことで あった。 当時 メ ロデ ィ

ーは ソプラノにでは な くテナ ーにあ った。 そ して このテ ナーを 目立 たすため多 分に リズム

の独立 を与 えた。時には テナ ーは他の パ ー トの活発 な流 よ りも非常 に音価 の長い音符 で歌

われ,ま た,切 分音的に し,特 に,カ デ ンツに この工夫 がな された。 ル ターの この仕組は

Walterの 影響 に よるものか も知れ ない0

16世 紀 の賛美歌 編 さん者 は リズムに関 して大 きな 自由を もって改作 したの でルタ ーの作

品 も同一 の ものが幾 種類 か のパ ター ンで発行 され たの で,何 れ が間違 いのない真正の作か

の判定 がつ きに くい。

他面,今 日の我hの もつ知識 で,16世 紀 の彼 らの音楽能 力を断定すべ きでない。 また16

世 紀の会衆は,我 々が今 日経験す る和声の美 には無 感覚 であ って も,我hよ りもさ らに敏

感 な リズムの セ ソスを もっていた のでル ター作 の リズムの障害 を彼 らの歩み の中で乗 り越

えていたのか も知れ ない。

た とえば,"EinfesteBurg"は 対位法的 な曲が 印刷 され始めた15年 前 に単声旋律 の曲
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と して発行 され てい る。 ポ リ リズ ム的 な曲はその後 一世 紀半 の中に,多 少改作 されて度 々

発 行 され てい る。

ル タ ーの時代 の会衆 が,彼 らにはむ つか しい リズムや シ ンコペ ー シ 。ソを聖歌 隊 と とも

に歌 ったか,又 は,会 衆だけ で歌 ったか は別 として,一 つ確 かな事実 は テ ソポが可 な り速

い こ とであ る。

ル タ ーの原本 に よる と,す べ ての賛美歌 の旋律 は定量 音符 で書かれ てい る。 セ ミブ レー

ブが単位 とな り,こ れが一 拍 であ った。 この セ ミブ レーブは,今 日の全音 符の形 に似て い

る。 このた めに,近 代 の楽 譜 ではル ターの コラール を全音 符 と二 分音符 で 印刷す るため,

間違 った 印象 を一 般に与 え,ル ターの賛美 歌は遅 くて 挽歌 調 とされて いる。 この セ ミブ レ

ーブ音符 の形 は全 音符 と似 て いるが ,音 価 は全 くちが ってい る。 しか し,こ の音 符の歴時

の長 さは,静 か な呼 吸時 の心臓 の鼓動 の速 さで ある。紀 元1500年 頃の セ ミブ レーブの速 度

は,今 日の4分 音符M,M.60～80と なる。 歴史的 に考 えて も,宗 教 改革 の歌 が,こ んな

に,の ろのろ歌 われ た筈が ない。ル タ ーの コラール を遅 く歌 わ せた原 因は歴史的 なもの に

あ るの ではな く,全 く,ロ マ ソ主義者 の想像 の産物 にす ぎない。

幸 い現行賛 美歌267番 の速 度記 号は4分 音 符一88と な って い るのは正 しい解 釈であ る。

フ ェル マ ーターの歴 時 もア メ リカ と欧州 で相違 が あるが,概 して,ア メ リカの方がや や速

く演 奏 され ていた記憶 が ある。

結 び

Diltheyが 要約 した よ うに,ル ターの深 い信仰 は,彼 の教理 の 中にでは な く,神 えの賛

美 の中に現 われ,そ の本流 はバ ッハやヘ ンデルを経 て今 日に及 ん でいる。

そ して,会 衆 が 自国語 で大 声を あげて賛美歌 を歌 え るよ うにな った ことは一般 歴史に も

偉大 な足跡 とな り,何 の区別 もな く,音 楽 す る ことの 喜 びを ゜r大衆 に 解 放 した ので あ

る。
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